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1.　はじめに

国土交通省では，持続可能な社会の実現のた
め，国土交通行政における事業・施策のより一層
の効果・効率の向上，及び国内外において広く社
会に貢献することを目的に，平成 29 年 3 月に技
術政策の基本方針である「国土交通省技術基本計
画」を策定した。産学官の共通認識を図るととも
に，産学官が連携しつつ，それぞれが主体となり
効果的・効率的に技術研究開発を推進することを
目指している。
「国土交通省技術基本計画」では，
・人を主役とした IoT，AI，ビッグデータの活
用

・社会経済的課題への対応
・好循環を実現する技術政策の推進
を 3つの柱として掲げ，新たな価値の創出により
生産性革命，働き方改革を実現し，持続可能な社
会を目指すものとなっている。
本稿では，国土交通省技術基本計画を議論いた

だいた社会資本整備審議会・交通政策審議会技術
部会のワーキンググループとして昨年度より開催
してきた基本政策懇談会とあわせ，新技術活用に
向けた取組について報告する。

2.　‌�国土交通技術行政の‌
基本政策懇談会

国土交通省技術基本計画では，組織外の知識や
技術を積極的に取り込むオープンイノベーション
等の取組を取り入れていく必要性が示されてお
り，技術基本計画のフォローアップの一環とし
て，国土交通省が研究開発すべき課題，実施すべ
き施策等について議論し，今後の国土交通技術行
政の政策の方向性を提示することが必要である。
このことから，技術政策を推進していくにあたっ
て重要テーマ毎により具体的に議論を深化させ，
技術政策の取組の加速化を図ることを目的とし
て，「国土交通技術行政の基本政策懇談会（以下，
「懇談会」という）を設置した。
懇談会の座長には石田東生筑波大学特命教授を
お迎えし，平成 30 年 6 月から令和元年 10 月にか
けて，計 9回の懇談会を開催した。様々な専門性
を持つ委員による多角的な視点での議論を踏ま
え，技術政策の進め方と主要技術政策の方向性に
ついて，網羅的よりもできるだけ具体的な提案を
行うことに重点を置いた「中間とりまとめ」（第
1回〜第 4回のテーマについてのとりまとめ）を
平成 30 年 11 月に公表した。
中間とりまとめにて今後の国土交通技術行政の
政策の方向性を示すにあたり，大きく「技術政策
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の進め方（横断的課題）」と「主要技術政策の進
め方（テーマ別）」に分かれて構成されている。
主要技術政策の進め方（テーマ別）では，①新た
なモビリティサービス，②気候変動・地球温暖化
を踏まえた防災対策，③サステイナブルなメンテ
ナンス，④「Society 5.0」時代の都市・地域マネ
ジメントの 4つで構成されている。また，それぞ
れ「現状と課題」，「政策の方向性」，「具体的な施
策の提案」といった切り口でまとめている（図－ 1）。
中間とりまとめ公表後，平成 31 年 2 月 25 日に
第 5回懇談会を開催し，今後の懇談会において，
セカンドステージとして喫緊の重要課題について
加速させる技術政策の取組について議論すること
となった。
その後，6月から中間とりまとめのフォローア
ップに加え，新たなモビリティサービス（鉄道，
バス，低速型モビリティ），国際ゲートウェイ戦
略（港湾，空港），物流・ロジスティック政策，
都市・地域マネジメント戦略をテーマとして，懇
談会を開催しているところ。

各テーマに関し，委員の他にも専門性を有する
方にゲストとして発表していただき，自由闊達な
議論が行われた。今後，引き続き，都市・地域マ
ネジメント戦略等をテーマとして，懇談会を開催
し，議論の結果をとりまとめ，技術部会に報告す
る予定である。

3.　‌�NETIS概要と新技術活用の‌
取組

国土交通省では，有用な新技術の積極的な活用
を推進することで，公共工事のコスト縮減や品質
向上を図り，新技術の更なる改善を促進するため
の仕組みとして，平成 13 年度からNETIS（新技
術情報提供システム，約 3,000 技術登録（令和元
年 9月時点））を運用し，国土交通省発注工事に
おける新技術の活用率（新技術を活用した工事件
数を総工事件数で除したもの）は，約 42%（平
成 30 年度）となるなど，NETIS は新技術の普及
に寄与している（図－ 2）。

図－ 1　国土交通技術行政の基本政策懇談会 中間とりまとめ（概要）
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一方，NETIS 登録技術は数多あるものの，
個々の技術的特徴がわかりにくい等の原因により
現場での活用が進みにくいという課題があった。
この課題を解決するために，従来の活用方式で
ある，「試行申請型」，「フィールド提供型」，「発
注者指定型」，「施工者希望型」に加え，「テーマ
設定型（技術公募）」を平成 26年 4月より開始した。
「テーマ設定型（技術公募）」を通して，現場ニ
ーズに基づき設定した技術テーマに対し，性能評
価項目及び試験方法などのリクワイヤメント（要
求性能）を設定した上で，応募のあった技術の同

一条件下での現場実証等を経て技
術比較資料を作成し，技術特性
（優れた点や類似技術との違い）
を明らかにし，さらに地方整備局
等が作成している設計要領などに
位置づけることで，受発注者等が
技術比較資料を新技術選定に活用
し，適切な技術の現場導入を促進
することとなる（図－ 3）。
平成 30 年度からは，「テーマ設
定型（技術公募）」を実証する第
三者機関等の公募を行い，11 機

関等を選定した。現在は，17 のテーマについ
て，第三者機関等において検討を行っており，本
取組の一層の加速を図っている。
技術比較資料を公表したテーマについては，発
注者指定型，施工者希望型ともに少しずつ実績が
出てきており，今後さらに現場への導入が進んで
いくと見込まれる。
「テーマ設定型（技術公募）」の最新状況（選定
技術や現場検証状況など）については，下記ウェ
ブサイトにて公表している（http://www.m- 
netis.mlit.go.jp/）。

図－ 2　新技術活用状況
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図－ 3　テーマ設定型（技術公募）の取組

10 建設マネジメント技術　　2019 年 11 月号

建マネ1911_05_特集_1_三.indd   10 19/11/01   13:33



特集技術開発と社会への実装技術開発と社会への実装

国土交通省では，公共工事等に関する技術の水
準を一層高めるため，新技術活用システム検討会
議（有識者会議）において，有用な新技術を対象
として「推奨技術」等を選定し，当該新技術の普
及啓発や活用促進等を行っている。
令和元年度は，準推奨技術 6技術を選定したと
ころである。これにより，推奨技術は 5技術，準
推奨技術は 16 技術，評価促進技術は 2技術とな
った（図－ 4）。
加えて，令和元年度まで推奨技術，準推奨技術
に選定された 105 技術について，技術特性を分か
りやすく表にまとめた専用サイトを更新し，一層
の活用の促進が図れるよう広く周知している。
推奨・準推奨技術に選定された技術は， 掲載期
限（最大 10 年）後も推奨・準推奨技術の名称を
使用でき，引き続き本推奨技術等専用サイトにて
紹介していく。来年度以降に選定される技術につ
いても，追加する予定である。
NETIS の登録申請受付，並びに相談等につい

ては，これまで各地方整備局等において窓口を設

置し対応してきたところであるが，NETIS 登録
の迅速化を求める意見もあり，平成 30 年度より
NETIS 登録申請を支援する団体を公募し，選定
した団体をNETIS のウェブサイト上で一元的に
周知している。本取組は令和元年度も継続してお
り，5団体を公表している。今後，支援実績など
の効果などについて検証していく。

4.　おわりに

公共工事において，NETIS の活用が浸透して
きたが，活用率はここ数年，頭打ちになってきて
いる。NETIS の利便性向上や活用促進策などに
今後も積極的に取り組むとともに，世界的に研究
開発型スタートアップが増えてきていることか
ら，そういった人材との連携を促進し，IoT や
AI といった最先端技術を取り込んで更なる生産
性向上や品質確保，安全性の向上を実現していき
たい。

図－ 4　有用な技術の位置づけ
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